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同梱部品

吊材の使用例

取付方法

このたびは、「室内物干し」をご採用いただき、ありがとう
ございます。施工前にこの取扱説明書を必ずお読みのうえ、正し
く施工してください。本取付説明書・取扱説明書は必ずお客様に
お渡しください。

TAR5686　スライド式室内物干しドライ・ウェーブ
R

取付説明書（施工者様用）

警 告 死亡や重傷の原因となる。 注 意 ケガや器物損傷の原因となる。

●コンロ等の火気の近くに設置しない。
●分解や改造はしない。

●レールは十分に強度が確保できる場所に確実に取付ける。
●洗濯物がガスや火災報知センサー等の妨げにならない
場所に設置する。
●窓ガラスの近くに設置する場合は吊材や竿が当らない
ように距離を取り、設置する。

●室内用の為、屋外では使用しない。
●避難通路等の人の動きの妨げになる場所に設置しない。
●勾配のある天井面には取付けない。

●電動工具のみでの施工はやめてください。
　必ず、ねじ類は締め終わり手前で止めて、最後は、手回し工具でねじの
締り具合を確認しながら、取付けを行ってください。
●天井下地がコンクリートの場合の設置は、専門業者に相談・依頼してく
ださい。

注 意

❶下地の位置を確認し、取付位置を決める。レール端部は壁から 
25mm以上 離してください。
　(壁に近すぎると、吊材の取外しができなくなる恐れがあります。）
❷レールの穴（303or 455mm）に合わせ、下穴（野縁：Φ3、軽天：Φ
2mm）を開ける。
❸レールをレール取付ねじで天井に取付ける。

❹もう一方のレールも同様に、レール取付ねじで天井に取付ける。

❺吊材を各レールの端部の穴から通し、完成。

レール×2

吊材×2取扱説明書×1

レール取付け
ねじ×4

禁止行為拡大損害が予想される事項この取扱説明書には右記のマークを付けています。 必ず行う
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※オプションで吊材を追加した場合
最大目安荷重：16kg/2セット

（竿1本あたり8kgまで）となります。

平行になるように注意する

25mm以上
空ける



ドライ・ウェーブ
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使用方法 洗濯物を干す際の注意
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警 告 死亡や重傷の原因となる。 注 意 ケガや器物損傷の原因となる。

このたびは、「室内物干し」をお買い上げいただき、ありがとうござ
います。この取扱説明書をよくお読みいただき、安全にご利用くだ
さい。お読みになった後は、大切に保管してください。

●室内物干し以外の用途で使用しない。
●洗濯物に火気や暖房器具を近づけない。
●耐荷重を超えた総重量の洗濯物を吊るさない。
●吊材を振り回したり、遊具等として使用したりしない。
●分解・改造をしない。

●小さな子供がぶつかったり、ぶら下がったりしないよう
に注意する。
●物干し竿を使用するときは洗濯物を均等に吊り下げる。

●吊材に落下等の衝撃を与えない。
●洗濯物を吊るした状態で吊材の取付け、取外しを行わ
ない。

●本商品を使用中に、ぐらつきが生じた場合は使用を中
止する。
●窓ガラスの近くに設置する場合は、強風時には使用せ
ず、吊材を台座から外しておく。
●吊材の長さ調整は、吊材を台座から外した状態で行う。

取扱説明書（お客様用）
TAR5686　スライド式室内物干し

TAR-12/260213

目安重量 ： 8kg/1セット（竿1本使用時） ※吊材を追加した場合、最大目安荷重：16kg/2セット（竿1本あたり8kgまで）となります。

●本商品を掃除する際、シンナー、ベンジン又はアルコール及び有
機溶剤を含むガラスクリーナー等は使用しない。

●台座にぐらつきがないか、定期的に点検し、異常があった場合は
使用を中止する。

お手入れ方法

基本仕様

●吊材は水で濡らして固く絞ったやわらかい布等で汚れを拭きとる。
　又、しつこい汚れは、中性洗剤を含ませ
た布で拭いた後、水で濡らして固く
絞った布等で拭きとる。

●レールは隙間等に異物が挟まったり、
ホコリ等がたまっていたりする場合は
取除く。

吊材をスライド（移動）させる際は、少し
浮かせてから移動させてください。
※レール端部では、吊材が外れる可能性
　があるため注意する。

商 品 名：スライド式室内物干し
型　　番：TAR5686
用　　途：室内用洗濯物干し
材　　質：アルミ、ステンレス、ASA、POM等
目安荷重：8kg/1セット（竿1本使用時）
商品重量：540g/1セット
原 産 国： 中国

●吊材の取付方法
吊材をレールキャップ側面の
開口に差込み、奥へ移動さ
せ、降ろします。

●吊材の取外方法
吊材をレール端部に移動さ
せ、上方に持ち上げ、レール
キャップ側面の開口から取り
外します。

●吊材のスライド（移動）時の注意

禁止行為拡大損害が予想される事項この取扱説明書には右記のマークを付けています。 必ず行う

●吊材の長さ調整方法

●吊材の長さ調整時は、
　ラインを超えないように
　調整してください。

1.リング上部の凹凸を、かみ合わせる。
2.吊材上部を片方の手で持ち、リングを反時計回りに回すと、吊
材の接続部がゆるみ、長さ調整ができるようになる。
3.お好みの位置でリングを時計回りに回して、吊材の下部を確実
に固定する。

●目安荷重8kgを超えた総重量の衣類は掛けないでください。
●衣類は竿の片側だけに掛けず、均等に掛けてください。

・予告なしに商品のの改良や仕様変更を行なう場合がありますのでご了承ください


